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研究成果の概要（和文）：本研究では、以下の4点を中心に、オランダ東インド会社の解散前後、18世紀末から
19世紀初めの転換期の日蘭関係史料群の構造とその変化を検討した。①出島商館文書の内19世紀に作成されるよ
うになった報告書の性格を検討し、1834年から1842年分の翻刻により当該期の貿易業務の概要を示した。②商館
と日本側機関の往復文書の年次リストを作成した。③オランダ貿易会社文書を撮影し、日本関係史料の全体を概
観できる目録を作成した。また、出島代理店の営業報告書を翻刻し、白蝋輸出の実態を解明した。④中立国傭船
期に関わるピーボディ・エセックス博物館所蔵文書の撮影と翻刻を行なった。

研究成果の概要（英文）： We have studied the structure of the documents concerning the relationship 
between Japan and the Netherlands, focusing on the change around the time of the dissolution of the 
Dutch East India Company (1799). We mainly examined the source materials as follows:
1) We made transcriptions of the Verslagen (the annual reports of the Deshima factory beginning in 
the 19th century) from 1834 to 1842, to grasp the outline of the yearly trade. 2) We made lists of 
the correspondence between the chief factor and the Japanese authorities. 3) We photographed the 
documents of the Nederlandsche Handel-Maatschappij concerning Japan and made a detailed catalogue. 
We transcribed the annual business reports of the Deshima Agentschap (branch office), and revealed 
the process of the trade in white wax. 4) We photographed the documents, held in the Peabody Essex 
Museum, concerning the period of chartering neutral vessels during the time of the Napoleonic war, 
and transcribed one of the ship’s journals.

研究分野： 人文学

キーワード： 史料学　日蘭関係史料　東インド会社　出島商館　オランダ貿易会社　中立国傭船　王立珍品陳列室

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近世日蘭関係については、江戸幕府の対外
政策、貿易取引額や輸出入品とその変遷、オ
ランダ東インド会社(以下ＶＯＣ)のアジア域
内交易、日蘭双方の情報の蒐集と伝達、出島
と関わる長崎の地域社会、通訳者である通詞
の存在形態、蘭学の成立と発展、異国趣味の
美術など、多様な視点から多くの研究がなさ
れてきた。オランダ国立中央文書館(以下Ｎ
Ａ)に所蔵される豊富なオランダ語史料がそ
れらの研究を支えてきた。 
しかし、膨大な史料の中で、用いられてき

たのは、日記、一部の書翰、「一般政務報告
書」、仕訳帳、元帳、送状など限られた種類
の史料がほとんどである。また、オランダ語
史料と日本語史料の相互関係の検討も十分
に行なわれていない。膨大かつ多様な文書を
適切に選択して利用することができれば、研
究の幅は広がるはずであり、また翻刻・翻訳
が多く蓄積されれば、日本史研究にさらに広
範にオランダ語史料を活用することが可能
になる。 
 ＶＯＣは 1799 年に解散する。会社の最末
期から解散後、フランス革命・ナポレオン戦
争の影響を受け、オランダのアジアにおける
拠点バタフィアでは、日本へ送る船体を確保
することができず、1797 年から 1807 年の間
はアメリカ・デンマーク等の中立国の傭船が
長崎に送られ、1810 年から 16 年はオランダ
船の来航は途絶した。一方オランダ共和国は
ナポレオン軍によって占領され、1815 年オラ
ンダ王国として独立を回復するが、この激動
の中で、オランダ本国においてもバタフィア
の東インド政庁においても、文書の作成・伝
達・保存の状況は大きく変わる。 
 日本国内では 18 世紀後半、日蘭貿易は不
振が継続し、最終的には 1790 年寛政の貿易
半減令に至る。一方で異国船の出没等周辺海
域の状況変化の中で、出島のオランダ商館の
存在は新たな政治的意味を持ち始める。日蘭
関係史研究の中でもこの時期の重要性は指
摘されてきたが、貿易の実態、商館の役割や
構造、その変化の有無についての実証的検討
はほとんど行なわれていない。この転換期に
ついての研究を進展させるためには、基盤と
なる史料情報の整備が必要と考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ＶＯＣの解散前後、18 世紀末か

ら 19 世紀初めの転換期を中心に、(1)ＶＯＣ
時代とその解散後を対比しつつ日蘭関係史
料群の構造とその変化を検討すること、(2)
日蘭関係に関する情報を含みながら性格が
不明確だった多様な文書の史料学的検討を
行なうこと、(3)文書構造の検討を通じて、近
世の日蘭関係における出島商館の存在形態
とその変容を考察すること、(4)検討による知
見を目録情報・翻刻・翻訳などの形で公開し、
研究資源化を進めること、を目的とした。 
 

３．研究の方法 
本研究では、18 世紀末から 19 世紀初めの

転換期を中心に、ＶＯＣ時代については 18
世紀後半から、会社解散後については 19 世
紀半ばまでの時期について、主に以下の文書
群を対象とし、当該史料の明細目録の作成、
主要文書の翻刻等を行ないつつ、文書群とし
ての性格、個別文書の位置づけ等を検討した。 
Ａ出島商館の文書（ＮＡ所蔵 日本商館文書 
(1.04.21) 以下ＮＦＪ） 
出島商館文書のうち、次の２点を中心に、

検討を進めた。 
(1) 報告書 Verslag の翻刻と要約 
(2) 出島商館と日本側機関の往復文書 
Ｂ他機関文書・個人文書 
(1)ピーボディ・エセックス博物館所蔵文書 
(2)オランダ貿易会社日本貿易関係文書 
(3)その他 
 
４．研究成果 
Ａ出島商館の文書 
(1)1834年から1842年の報告書の翻刻と要約 
19 世紀出島商館においては、1817 年以降

新たに作成が開始されることになった報告
書 Verslag が、以後バタフィアへ送付する報
告の中核となる。「商館長日記」が欠落して
いる 1834 年から 1842 年の期間における商館
の動向を知る基礎史料となる当該期の報告
書に着目し、その翻刻を行ない、要約または
見出しを付した。これにより、各年の出島商
館の業務の概要の把握が可能となった。 
(2)出島商館と日本側機関の往復文書の全体
把握（ca.1750～1830） 
出島商館と長崎奉行・町年寄・長崎会所な

どの日本側との往復文書について、各年の文
書がどれだけ、どのような形で残存している
かの基礎的情報を整理した。すでに『日本関
係海外史料目録』に一点目録として採録され
ている各文書について、画像で確認し、情報
を拡充し、18 世紀後半から 19 世紀前半につ
いて、年次ごとに一覧できる形にした。 
(3)上記の作業を中心に、出島商館に保存さ
れた文書の構造について考察した。 
 ＶＯＣ時代の基幹的な商館文書としては、
「長崎商館取引帳簿」、「〔船荷〕送状控簿」、
「商館員給与簿」「商館日記」「発信及び受信
書翰簿」、「判決・決議録」、「訓令控簿」「諸
経費の明細帳類」「江戸参府経費及び贈物の
覚書」などの簿冊が挙げられる。これらのう
ち、「日記」「受発信書翰簿」「送状控簿」は、
会社解散後もほぼ同じ名称で作成され続け
ることが確認できる。ただし、「日記」にお
ける附属文書の有無、「受発信書翰簿」に収
載される書翰の種類は、時期によって変化す
る。「日記」は複数冊写され、少なくとも 1820
年代の終わりまで、一冊はバタフィアへ送ら
れ続ける。「訓令控簿」に類する簿冊は持続
的に記録される場合と、ある時点で有効な命
令が整理される場合があるが、いずれも 1820
年代以降には存在しない。かわりに、関連す



る政庁の決議の抜粋Extractが何十通も送付
され「受信書翰簿」に蓄積される。 
一方、オランダ東インド会社時代には会計

の基幹帳簿とされバタフィアへ送付され点
検されていた仕訳帳 Negotie Journaal・元帳
Negotie Grootboek については、1808 年以降
のものは残存していない。1817 年に定期派船
による貿易が復活したあと、出島商館文書中
の取引に関する諸帳簿の状況は、大きく変化
する。その中で中心となるのはおそらく、
Comps.と Kambang（Cambang）に分けて作られ
る、当座勘定簿Rekening-courantであろう。
1820 年代を通して次第に形が整い、前述の
Verslag を見ると、1830 年代には毎年、会計
帳簿類negotieboekenとしてComps.rekening
と Kambang rekening の二つの会計が締めら
れ、一般会計局 Algemeene Rekenkamer に送
付されていることがわかる。 
 人事・給与に関する簿冊は、会社時代の
Logie /Soldij boek から、政庁職員としての
給与簿 Tractement という書式に変わる。 
 簿冊類の変化は同時発生ではなく、会社解
散後 1820 年代にいたる出島の組織構造の跛
行的変化が反映しているものと推測される。  
 
Ｂ他機関文書・個人文書 
(1)ピーボディ・エセックス博物館所蔵文書 
 オランダ東インド会社解散前後の 1797 年
から 1807 年の間、フランス革命に始まるヨ
ーロッパの変動の中で、オランダはバタフィ
アから長崎へ定期船を送ることができず、ア
メリカ等の中立国の船と傭船契約を結び、か
ろうじて出島との接触を保っていた。この時
期に日本に来たアメリカ国籍の傭船八隻の
うち、フランクリン号（1798 年）、マサチュ
ーセッツ号（1800 年）、マーガレット号（1801
年）に関する史料、及びに日本への航海に関
わったジェームズ・デヴロー、サミュエル・
ガードナー・ダービー、ウィリアムとジョー
ジのクリーブランド兄弟等に関連する史料
が、これらの船の人々が持ち帰った日本産品
とともに、同博物館に所蔵されている。 
2015 年度に、同館のフィリップス図書館に

おいて調査・撮影を行ない、同館所蔵の中立
国傭船期日本関係史料の概要を把握するこ
とができた。調査したのは以下の史料である。 
①フランクリン号及び同船船長デヴローの
関係史料。 
②マリン・ソサエティ所蔵航海日誌のうち、   
フランクリン号の航海日誌 
③マーガレット号及び同船船長ダービーの
関係史料（傭船契約関係書類）。 
④マサチューセッツ号航海日誌（書記ウィリ
アム・クリーブランドによる）  
⑤マーガレット号航海日誌（書記ジョージ・
クリーブランドによる） 
⑥マーガレット号書記として来日したジョ
ージ・クリーブランドの後日の回想記。 
⑦エセックス・インスティテュート刊行の、
地域の歴史に関わる史料情報の雑誌  

⑨当該期のセーラムと日本の関係について
の研究論文 
 上記の中から、④の日誌(1799-1800）の翻
刻を行ない、その内容を検討した。 
（2）オランダ貿易会社日本貿易関係文書 
 1824 年に設立されたオランダ貿易会社（以
下ＮＨＭ）が日本貿易に直接携わったのは
1827 年のみであり、以後はバタフィアにおけ
る貿易品の調達等日本貿易に間接的関わり
を持ち続けていた。同社が再び日本貿易に手
を出すのはいわゆる本方貿易が廃止された
日蘭追加条約以降のことである。ＮＡ所蔵の
ＮＨＭ文書の一部については 1980 年代に史
料編纂所がマイクロフィルム複製の収集を
試みたが、ＮＡによる目録の編成替え（1998
年版目録）以前のため、まとまって存在する
駐日代理店文書を中心とする収集にとどま
った。本研究では、今後ＮＨＭ文書を日蘭関
係史研究に活用するための基礎的作業とし
て以下のことを行なった。 
①ＮＡによる新たな目録編成（1998 年版、
2013 年増訂版）に基づき、マイクロフィルム
による既蒐集部分と、未蒐集部分を確認し、
ＮＨＭ本社文書に含まれる日本関係文書の
全体像を概観でき、史料編纂所で利用可能な
複製マイクロフィルムの架番号・コマ番号を
検索できる記述目録を作成した。 
②1828 年に作成された日本貿易の状況に関
する報告書を検討した。併せて 1820 年代後
半（ＮＨＭ創立当初）、1840 年代前半（南京
条約前後）、1850 年代末（バウリング条約前
後）以降のアジア各地（中国、マニラ、バン
コク、日本、サンフランシスコ）の状況につ
いての報告書（NHM5275 以下）を画像で入手
した。 
③NHM 本社文書のうち、高島炭鉱、開陽丸、
グラバー商会、嶋田組などに関わる未撮影文
書の調査・撮影を行なった。 
④1857 年以降については、基幹となる史料で
ある出島代理店 het Agentschap te Desima
の 1857 年～1874 年次の「営業報告書」の翻
刻を行なった。なお、これにあわせ、オラン
ダ植民省および外務省横浜総領事館文書に
受信と発信控えが対応して存在する、長崎駐
在オランダ総領事の月例報告（主として 1860
年未翻訳分）の訳出をおこなった。 
⑤ＮＨＭによる白蝋の輸出に焦点を当て、Ｎ
ＦＪ文書と合わせて検討することにより、Ｎ
ＨＭの経営戦略の分析を行ない、また関連す
る長崎歴史文化博物館所蔵の白蝋輸出関係
史料についても調査した。 
(3)その他 
①オランダ国立中央文書館所蔵のブロムホ
フ家文書の追加分の調査を行なった。 
②オランダ国立北ホランド州文書館所蔵文
書のうち、476 アムステルダム国立博物館及
びその前身となる機関、という分類の文書群
の中に含まれる、1816 年設立の王立珍品陳列
室のための日本の物品の蒐集に関わる文書
を調査した。1820 年代前後にブロムホフ、シ



ーボルト、フィッセルらによって行なわれた
日本に関する物品の蒐集に関する史料は、日
本商館文書中にはあまり見られず、この博物
館関係の文書はそれを補完する性格を持つ。 
 
 多様な史料を扱うことを当初よりの計画
としたため、個々の史料を用いた分析につい
ては、今後の課題とすべき点が多いが、新た
な史料の紹介、翻刻等の形でオランダ語史
料・英語史料の研究資源としての蓄積を進め
ることができた。調査を許された関係機関に
謝意を表したい。 
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